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新しいセファロスポ リソ抗生物質であるL-105を 浜松医大および 関連施設に入院中の24例 の複

雑性尿路感染症患者に使用 し,そ の有効性と安全性を検討 した。投与法は本剤1回0.5ま た は1.09

を1日2回 点滴静注し,5日 間投与した。UTI薬 効評価基準合致例は15例 であ り,総 合臨床効果

は著効4例,有 効7例,無 効4例 であ り,有 効率は73%で あ った。副作用に関 しては自他覚的副作

用はみられず,臨 床検査値異常として リンパ球増多が1例 にみられたが本剤中止後正常化 した。

日本 レダ リー(株)にて新 し く開 発 され た セ フ ァ ロ スポ リ

ン抗 生物 質 で あ るL-105は,Fig.1に 示 す 構 造 式 を 有

し,3位 側 鎖 に,1,2,3-thiadia201基 を導 入 した 半 合 成

注 射 用 製 剤 で あ る。 本剤 は,好 気性,嫌 気 性 の グ ラ ム陽

性 菌 お よ び陰 性 菌 に 対 し,第 三 世 代 の セ フ ァ ロ スポ リ ン

抗 生物 質 よ りも さ らに広 い抗 菌 ス ペ ク トラ ムを 有 し,各

種 β-lactamaseに 対 し,非 常 に 安 定 な物 質 で あ る。 ま

た,腎 へ の 移 行性 も優 れ,高 い 尿 中濃 度 が 得 られ る こ と

よ り,複 雑 性 尿 路感 染 症 に 対 し有用 で あ る こ とが 期待 さ

れ る。

今 回 わ れ わ れ は,本 剤 の 有効 性 と安 全 性 に つ い て,以

下 の検 討 を 行 っ た。

Fig.1 Chemical structure of L-105

1.検 討 方 法

1.対 象

浜松医科大学泌尿器科およびその関連施設において,

昭和59年7月 より昭和59年10月 までの入院患者のうち,

尿路に基礎疾患をもつ複雑性尿路感染症24例 について検

討を行った。

性別は,男15例,女9例,年 齢は33歳 か ら86歳 であ

り,尿 路感染症の内訳は,腎 孟腎炎8例,膀 胱炎16例 で

ある。なお,投 与前における本剤の皮内反応は全例陰性

であった。

2.投 与量および投与方法

投与量および投与方法は,本 剤1回0.59ま たは1.09

を1日2回 点滴静注 とし,5日 間連 日投与を原則 とし

た。

3.効 果判定

効果判定はUTI薬 効評価基準(第2版)1)に 準 じて

行った。全24例 中UTI薬 効評価基準による効果判定可

能であったのは,15例 であった。なお,副 作用,臨 床検

査値異常については,24症 例 全例について検討した。

II.成 績

L-105を 投与 した24症 例の成績一覧をTable1に,

総合臨床効果をTable2に 示す。効果判定可能 であっ

た15症 例に関し,膿 尿に対す る効 果 は,消 失6例(40

%),減 少5例(33%),不 変4例(27%)で あ り,細菌

尿に対する効果では,陰 性化9例(60%),菌 交 代3例

(20%),不 変3例(20%)で あ った。膿尿,細 菌尿を指

標とした総合臨床効果は,著 効4例,有 効7例,無 効4

例 であ り,有 効率は73%で あ った。

UTI薬 効評価基準に従って分類 した病態群別の臨床

効果をTable3に 示す。15症 例中14例 が単独菌 感染で

あ り,1群(カ テーテル留置症例)は 有効率50%,3群

(上部尿路感染症)は 有効率75%,4群(下 部尿路 感染

症)は 有効率86%で あ った。複数菌感染は6群(カ テー

テル非留置症例)の1例 のみであったが有効と判定され

た。

細菌学的効果をTable4に 示す。投与前に分離 され
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Table 2 Overall clinical efficacy of L-105 in complicated UTI

Table 3 Overall clinical efficacy of L-105 classified by type of infection

た菌 は16株 あ り,E.faecalis 2株 中1株S.marcescens 1

株の計2株 が存 続 した 以外 は 消失 した 。 投 与 後 出現 菌 と

しては,S.lactis 2株,Pseudomonas属1株,Candida 1

株,YLO 1株 の計5株 が み られ た 。

III.副 作 用

本剤投 与 に よ る と考 え られ る 自他 覚 的 副作 用 はみ られ

ず,臨 床 検査 値 異 常 と して は,リ ンパ 球 増 多 が1例 のみ

認め られたが,本 剤投 与 終 了後 正 常 化 した 。

IV.考 察

L-105は3位 側 鎖 に1 ,2,3-thiadiazol基 を導 入 した

新規半合 成 セ フ ァ ロス ポ リン注 射 剤 で あ り,そ の 特 徴

は,グ ラム陰 性菌 に 対 して 第三 世 代 の セ フ ァ ロス ポ リン

抗生剤 とほ ぼ同 等 か,そ れ よ り優 れ る抗 菌 力 を 有 し,か

つS.aureusを 含 む グ ラム陽 性 菌 に対 して も優 れ た 抗 菌

力を有す るこ とに あ る 。Gotoら2)に よれ ば,S.aureus 30

株に対するMIC9)はL-105 0.78μg/mlで あ るのに

対し,LMOX 6.25μg/ml,CPZ 3.12μg/ml,CMX

1.56μg/mlとL-105のS.aureusに 対する抗菌力は優

れたものであり,S.edidermidisに 対 しても同様に優れた

成績であった。

近年,第 三世代のセファロスポリン抗生物質のめざま

しい発達により,弱 毒菌を含むグラム陰性桿菌に対する

対策は進歩 したが,そ の反面,グ ラム陽性球菌に対 して

は比較的抗菌力に劣る結果 となり,菌 交代現象が問題3)

とな りつつある。泌尿器科領域においても複雑性尿路感

染症,と くにカテーテル留置症例ではグラム陽性球菌を

含む混合感染が多くみられる4)こ とより,本 剤の臨床的

有用性が期待できる。しかし,今 回のわれわれの検討で

はカテーテル非留置例が多 く,大 半が単独菌感染であっ

たため,混 合感染に対する効果は検討することができな
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Table4 Bacteriological response to L-105 in complicated UTI

*: Regardless of bacterial count  t: Strains appearing after L-105 treatment

かったが,そ の総合臨床効果は73%と 満足 すべ きもの

であった。 なお,細 菌学的検討では投与前分離16株 中

P5eudomona5は2株 と少な く,こ のことも成績を高める

要因となったと考えられる。
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Clinical effect of a new cephalosporin L-105 was studied in 24 patients with complicated

urinary tract infection. They were treated at a daily dose of 1. 0•`2. 0 g for five consecutive

days. 15 patients were evaluable by the criteria of the UTI comittee.

Overall clinical efficacy was excellent in 4 patients, moderate in 7 patients, poor in 4 patients.

The clinical effectiveness rate was 73%.

During the treatment with L-105, no side effects were seen. In laboratory findings, temporary

lymphocytosis was observed in one patient.




